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情
報
シ
ス
テ
ム
活
用
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

人
間
と
自
動
化
機
器
の
協
調
に
よ
る
安
全
設
計
、

自
律
分
散
シ
ス
テ
ム
型
高
信
頼
性
設
計

田
中（
健
） 研
究
室

研
究
概
要

新
発
想
に
基
づ
く
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
追
究
し
、
安
全
な
社
会

を
デ
ザ
イ
ン
す
る

社
会
の
情
報
化
が
進
む
一
方
、
人
間

の
特
性
を
考
慮
し
な
い
シ
ス
テ
ム
や
、

シ
ス
テ
ム
の
信
頼
度
に
対
す
る
誤
っ
た

認
識
が
、
多
く
の
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
を

引
き
起
こ
し
て
い
る
。

当
研
究
室
は
、
情
報
シ
ス
テ
ム
学
の

観
点
か
ら「
人
間
と
人
間
」「
人
間
と
機

械
」「
機
械
と
機
械
」
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
着
目
し
、
人
間
の
認
知
メ
カ

ニ
ズ
ム
や
情
報
伝
達
の
方
法
を
探
究
す

る
こ
と
で“
シ
ス
テ
ム
思
考
に
よ
る
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
”
の
確
立
を
目
指

し
て
い
る
。

人
間
中
心
の
シ
ス
テ
ム
設
計

情
報
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
の
は
人

間
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
を
取
り
巻
く
リ

ス
ク
は
情
報
の
使
い
方
に
よ
っ
て
増
減

す
る
。
シ
ス
テ
ム
思
考
に
よ
る
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
人
間
と
さ
ま
ざ
ま

な
シ
ス
テ
ム
と
の
最
適
な
協
調
関
係
を

追
究
し
、
よ
り
安
全
な
社
会
を
デ
ザ
イ

ン
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

数
理
解
析
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
解

析
、
認
知
工
学
実
験
、
社
会
科
学
ア
プ

ロ
ー
チ
な
ど
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら

の
研
究
を
統
合
化
す
る
こ
と
で“
人
間

中
心
の
シ
ス
テ
ム
設
計
”
を
目
指
し
て

い
る
。

災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築

２
０
０
３
年
に
緊
急
防
災
情
報
の
シ

ス
テ
ム
化
に
つ
い
て
独
自
の
モ
デ
ル
を

発
表
。
内
閣
府
・
消
防
庁
・
気
象
庁
に

よ
る
調
査
委
員
会
で
採
用
さ
れ
、

２
０
０
４
年
３
月
か
ら
気
象
庁
で
利
用

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
災
害
時
に
お

け
る
住
民
の
円
滑
な
避
難
行
動
を
促
す

た
め
に
、
避
難
勧
告
・
避
難
指
示
の
発

令
前
に
情
報
を
広
く
提
供
す
る
こ
と
を

提
案
し
た
も
の
で
、
高
齢
者
な
ど
災
害

弱
者
に
対
す
る「
避
難
準
備
情
報
」と
言

う
形
で
実
施
さ
れ
始
め
た
。

医
療
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
解
析

医
療
作
業
に
お
け
る
エ
ラ
ー
防
止
や

エ
ラ
ー
発
見
の
仕
組
み
を
研
究
対
象
と

し
、
様
々
な
実
験
結
果
に
基
づ
い
た
効

果
的
な
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
方
法
等
を

提
案
し
て
い
る
。
そ
の
研
究
成
果
は
、

医
療
系
学
会
、
全
国
の
看
護
協
会
、
大

学
医
学
部
や
大
規
模
病
院
な
ど
で
講
義

や
講
演
を
行
い
、
普
及
に
務
め
る
ほ

か
、
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
の
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
と
し
て
医
療
安
全
へ

の
貢
献
を
図
っ
て
い
る
。

ヒ
ュ
ー
マ
ン
マ
シ
ン
シ
ス
テ
ム
の
高
信

頼
性
・
安
全
性
に
関
す
る
認
知
実
験

高
度
交
通
シ
ス
テ
ム（
Ｉ
Ｔ
Ｓ
）
を

テ
ー
マ
に
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
を
は

じ
め
と
す
る
人
間
の
操
作
や
信
頼
の
観

点
か
ら
自
動
化
シ
ス
テ
ム
の
問
題
点
を

探
っ
て
い
る
。

交
通
安
全
環
境
研
究
所
と
共
同
研
究

を
進
め
る
一
方
、
２
０
０
４
年
11
月
に

当
研
究
室
で
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
を
購
入
し
、
実
験
環
境
の
整

備
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

一
般
産
業
に
お
け
る
製
品
お
よ
び
シ

ス
テ
ム
の
安
全
設
計

製
品
安
全
で
は
、
安
全
保
証
設
計
と

危
険
回
避
設
計
と
を
区
別
し
、
グ
レ
イ

ゾ
ー
ン
を
考
慮
し
た
適
切
な
安
全
設
計

法
を
追
究
し
て
い
る
。

安
全
監
視
シ
ス
テ
ム
で
は
、
自
律
分

散
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
高
信
頼
性
設
計
を

テ
ー
マ
に
、
主
に
移
動
式
セ
ン
サ
群
の

制
御
方
法
を
研
究
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
プ
ラ
ン
ト
内
を
移
動
し
て
放
射
能

漏
れ
や
気
体
漏
れ
を
感
知
す
る
セ
ン
サ

群
の
協
調
行
動
制
御
と
信
頼
性
解
析
で

あ
る
。

こ
れ
ま
で
ゾ
ウ
リ
ム
シ
の
走
性
行
動
や

ア
リ
の
フ
ェ
ロ
モ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
応
用
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
解
析

で
ユ
ニ
ー
ク
な
成
果
を
得
て
い
る
。

田中 健次
Kenji TANAKA
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ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ

分
野
を
ま
た
が
る
横
断
的
な
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
対
象
は
、

国
家
レ
ベ
ル
か
ら
企
業
活
動
、
個
人
生

活
ま
で
幅
広
い
。
当
研
究
室
の
個
別

テ
ー
マ
も
災
害
、
医
療
、
交
通
シ
ス
テ

ム
、
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
企
業
活
動
、

製
品
設
計
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム

な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
各
分
野
で
行
政

や
企
業
と
の
共
同
研
究
も
し
く
は
協
力

体
制
を
築
い
て
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。

研
究
対
象
が
広
い
こ
と
は
、
当
研
究

室
の
特
色
と
な
っ
て
い
る
。

従
来
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
個

別
の
分
野
で
語
ら
れ
て
き
た
の
に
対
し

て
、
異
な
る
分
野
の
現
象
を
横
断
的
に

研
究
で
き
る
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。

情
報
シ
ス
テ
ム
の
視
点
か
ら
共
通
す
る

問
題
点
を
抽
出
し
、
統
一
的
な
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
モ
デ
ル
を
追
究
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
。
実
際
、
情
報
シ

ス
テ
ム
か
ら
み
た
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
で
は
、
異
分
野
で
も
似
通
っ
た
問
題

点
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

多
様
な
背
景
を
も
つ
研
究
陣

研
究
に
従
事
す
る
学
生
た
ち
の
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
多
様
で
、
心
理
学
、

経
営
工
学
、
航
空
宇
宙
、
制
御
工
学
な

ど
異
質
な
視
点
か
ら
１
つ
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
議
論
が
繰
り
返
さ
れ
る
。

ま
た
、
社
会
人
経
験
者
が
多
い
の
も

特
徴
で
、
行
政
や
企
業
の
現
実
に
即
し

た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
可
能
に
し
て
い
る
。

毎
年
２
月
末
に
は
、
当
研
究
室
主
催

の
Ｉ
Ｓ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
信
頼
性
と
シ

ス
テ
ム
安
全
学
」
を
開
催
し
、
研
究
成

果
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
学
外
の
研

究
者
と
の
交
流
を
図
っ
て
い
る
。

今
後
の
展
開

「
シ
ス
テ
ム
安
全
学
」の
確
立
を

目
指
す

当
研
究
室
で
は
、
単
に
研
究
成
果
を

出
す
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ

た
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
手
法
を
関

係
方
面
へ
積
極
的
に
提
案
し
て
い
く
こ

と
を
重
視
す
る
。

災
害
や
事
故
の
後
で
問
題
点
を
指
摘

す
る
評
論
家
の
姿
勢
で
は
な
く
、
事
前

に「
こ
う
す
れ
ば
被
害
を
最
小
化
で
き

る
」
と
提
案
で
き
る
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
養
成
を
目
指
し
て
い
る
。

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
国
家
的
な

テ
ー
マ
で
あ
り
、
よ
り
科
学
的
で
実
効

性
の
高
い
手
法
の
開
発
が
求
め
ら
れ

る
。現

実
の
問
題
を
直
視
し
な
が
ら
、
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
追
究
し
、
将
来

的
に
は
人
間
の
安
全
対
応
能
力
を
育
て

る
仕
組
み
を
工
学
的
に
探
究
す
る「
シ

ス
テ
ム
安
全
学
」
を
確
立
し
て
い
く
こ

と
が
目
標
で
あ
る
。

アリのフェロモンコミュニケーションを利用した群知能制御

認知工学実験用のドライビングシミュレーター

医療事故防止の支援ツール構築

《新しい防災情報システムの機構》 2003年

専門的・科学的観点
覚知→理解→予測

行政判断

直接の
情報提供

指示・勧告
＋根拠情報

疑問解消

住民 覚知 認識 判断

情報提供 ＋根拠情報

避難
住民：覚知 → 認識 → 判断

避難
行動

《目的》 状況を把握させ，自主判断に結びつける
・行政判断を待たずに科学情報に基づく自主避難へ

気象庁採用の災害情報システムモデル


